
一
昨
年
『
出
版
は
風
ま
か
せ
 
 

者
 
－
お
と
ぼ
け
社
長
奮
闘
記
』
 
 

人
 

；≧011年〔平成23年〕1月14日（金曜日）  

（
四
六
判
2
8
8
頁
・
1
3
6
 
 

5
円
）
を
刊
行
し
た
春
風
社
代
 
 

表
取
締
役
の
三
浦
衛
（
ま
も
る
）
 
 

氏
が
『
父
の
ふ
る
さ
と
 
秋
田
 
 

往
来
』
を
刊
行
し
た
。
B
6
判
 
 

函
入
り
2
8
1
頁
・
2
0
0
0
 
 

円
。
 
 
 

第
一
部
 
父
の
ふ
る
さ
と
、
 
 

全
保
障
を
考
え
る
の
を
反
動
だ
 
 

と
決
め
つ
け
る
の
に
は
う
ん
ざ
 
 

り
と
し
、
共
産
主
義
や
社
会
主
 
 

義
の
国
々
を
見
て
、
言
論
の
自
 
 

由
が
封
殺
さ
れ
て
い
る
現
実
に
 
 

は
ご
め
ん
こ
う
む
り
た
い
と
思
 
 

い
は
す
る
の
だ
が
、
な
ぜ
か
栗
 
 

本
主
義
万
歳
と
は
い
い
に
く
 
 

い
。
現
実
離
れ
の
し
た
反
戦
・
 
 

平
和
を
謳
っ
て
い
る
人
間
た
ち
 
 

を
ふ
っ
釘
る
こ
と
が
出
乗
謀
ハ
 
 

『
父
の
ふ
る
さ
と
秋
田
往
来
』
 
 

三
浦
衛
春
風
社
代
表
取
締
役
が
刊
行
 
 

第
二
郡
 
秋
田
往
来
、
第
三
部
 
 
 

夢
、
第
四
部
 
旅
の
そ
ら
、
 
 

と
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
エ
 
 

ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。
著
者
は
1
 
 

9
5
7
年
秋
田
県
に
生
ま
れ
、
 
 

東
北
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
 
 

神
奈
川
県
内
の
私
立
高
校
で
社
 
 

会
科
教
諭
を
7
年
間
勤
め
、
そ
 
 

の
後
、
乗
京
都
内
の
出
版
社
に
 
 

勤
務
し
、
9
9
年
に
春
風
社
を
創
 
 

会
を
自
由
に
ラ
ジ
カ
ル
に
批
 
 

判
す
る
。
そ
し
て
左
翼
に
題
 
 

関
心
す
ら
な
い
。
体
制
、
反
 
 

体
制
と
い
う
枠
に
も
縛
ら
れ
 
 

て
い
な
い
。
 
 
 

批
判
と
同
時
に
提
案
を
次
 
 

々
に
行
な
う
。
 
 

一
般
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
 
 

批
判
は
さ
か
ん
に
行
な
う
が
 
 

提
案
す
る
の
を
蹄
躇
す
る
の
 
 

ま
、
ヨ
本
D
E
買
付
桔
苦
か
 
 

業
、
学
術
書
を
中
心
に
現
在
ま
 
 

で
約
3
3
0
点
を
刊
行
し
た
 
 

が
、
こ
の
本
で
は
、
故
郷
秋
田
 
 

や
家
族
に
つ
い
て
の
思
い
や
 
 

夢
、
イ
ン
ド
旅
行
記
な
ど
を
収
 
 

め
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
中
で
第
一
部
に
入
っ
て
 
 

動
車
の
大
型
免
許
を
取
る
た
め
 
 

い
る
「
ま
な
至
ち
」
は
、
自
 
 
 

の
試
験
を
受
け
る
日
、
自
動
車
 
 

学
校
の
人
か
ら
眼
球
が
二
つ
そ
 
 

ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
型
免
許
 
 

取
得
の
条
件
で
あ
る
と
知
ら
さ
 
 

れ
、
落
胆
し
て
帰
宅
し
た
父
の
 
 

こ
と
を
書
い
て
い
る
。
父
は
赤
 
 

ん
坊
の
頃
、
遊
ん
で
い
て
目
を
 
 

掻
き
、
徴
菌
が
入
っ
た
こ
と
が
 
 

書
 
 

林
周
作
－
．
 
 

揺らいないのに  

父のいぴきが  

聴二えてくる¢）です  
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と
や
秋
田
の
戦
前
の
様
子
を
書
 
 

き
、
心
に
残
る
文
章
で
あ
る
。
 
 
 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
次
号
予
告
 
 

▽
1
2
月
1
7
日
号
＝
3
6
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
二
〇
一
〇
 
 
 

年
の
収
穫
」
 
 

▽
1
2
月
2
4
日
号
＝
官
台
真
司
・
苅
部
直
・
渡
辺
靖
（
鼎
 
 

談
）
 
「
思
想
・
社
会
・
政
治
を
振
り
返
る
」
 
（
年
末
 
 
 

回
顧
総
特
集
弓
）
 
 

▽
1
2
月
3
1
日
・
1
月
7
日
合
併
号
（
新
年
特
大
号
）
＝
 
 

束
帯
紀
氏
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ゼ
ユ
ー
「
新
た
な
思
想
の
 
 
 

地
平
へ
」
 
 

▽
1
月
2
1
日
号
＝
森
達
也
・
金
平
茂
紀
（
対
談
）
 
「
弱
 
 

体
化
す
る
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
ー
『
極
私
的
メ
デ
ィ
ア
 
 

論
』
の
刊
行
を
機
に
」
 
（
8
頁
・
定
価
2
6
0
円
）
 
 
 

原
因
で
片
眼
を
 
 

失
明
し
た
。
著
 
 

者
の
祖
母
は
亡
 
 

く
な
る
ま
で
、
 
 

そ
の
こ
と
を
気
 
 

に
し
て
い
た
。
 
 

こ
の
話
を
冒
頭
 
 

で
紹
介
し
、
著
 
 

者
の
家
族
の
こ
 
 こ

う
し
た
文
章
を
収
め
た
本
 
 

書
は
、
付
録
の
莱
に
よ
る
と
、
 
 

本
文
を
金
属
活
字
に
よ
る
活
版
 
 

で
印
刷
し
、
上
製
角
背
の
本
体
 
 

を
函
の
受
け
と
毒
と
が
一
体
と
 
 

な
っ
た
「
身
と
蓋
」
函
に
収
め
 
 

る
造
本
を
行
な
い
、
表
紙
は
深
 
 

い
青
の
「
ぬ
の
が
み
」
を
用
い
、
 
 

タ
イ
ト
ル
と
著
者
名
、
社
名
を
 
 

箔
押
し
し
て
い
る
。
（
写
盲
≡
 
 

は
同
書
の
函
）
 
 


